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＜病棟連絡事項＞
・治験のスタッフ名称登録に漢字表記も必要の為、6/14（火）までに記入してほしいとの事。
＜患者連絡事項＞
・下妻　康貴様～6/3（金）治験薬内服後2時間以内の採血、についてCRCへ確認し、16：00検査科で実施する為、不要であるとの事。6/3　バイタルサイン測定については時間は問わないとの事（朝一でも可）。今後PK採血（投与後2時間後に実施予定であった採血）については16：00に時間が固定されるとの事であり、病棟スタッフは行わず検査科によって実施される予定。スケジュールの差し替えをCRCよりして頂いている。主治医評価欄については青ファイルに差し込んでいる為、そちらを使用して頂くようにとの事。
・田中　敬様～プログラムの一部実施指示あるが主治医より個室への移動はせず大部屋の

まま実施するようにとの事。またプログラムに関しては6/6（月）より開始予定。現在スケジュールなどの作成を行っていく。
・掛端　洋介様～本人よりポータブルDVDプレイヤーの持参希望あり。主治医小柳Dr確認
　　　　　　　　し許可となっている。また私物の持ち込み用紙の記入も行っている。
＜要注目患者様ケース検討＞
・下妻　康貴様～倦怠感や易疲労性は持続しているとの事。口調や対応は落ち着いており病的体験に左右された言動は無い。都度訴えの傾聴や精神症状の観察を行っていく。
・小笠原　文人様～突然踊りだすなどの奇異行動や独語見られるが声高さや易怒性等の気
分変動は無し。スタッフ対面時は落ち着いている。引き続き精神症状
の観察を行っていく。
・成田　富士子様～苛々感や抑うつ感などの気分変動見られる。他者トラブルや易怒性が
顕著となる事は無い。本人希望にて不安時継続指示薬内服。引き続き
精神症状の観察、適宜継続指示薬を促していく。
＜馬渡Dr.診察情報＞
・西村　義男様～自宅退院予定で進めるように急ぎ進めて行く様指示あり。また、長期化
する場合病棟移動する可能性がある事含め本人様へは主治医から話あり。

自宅退院進めるにあたり、必ず訪看はいれるよう指示あり。
・山本　嗣教様～みちのく記念病院で転院進めるよう御家族様へお話するように主治医か
ら指示あり。同内容で内服薬処方継続となっている。紹介状作成から1
週間経過している為、FAXを送る際には薬情の同封をするようにとの事。
・中　誠太郎様～退院支援状況について引き続き南山苑を中心に進め、南郷やその他施設も進めるように支援行っていくよう指示あり。精神症状悪化無く経過されている為、臨時薬同内容で処方継続。
・前田　拓子様～状態変化なく経過されている為臨時薬同内容で7日分処方となっている。 

・神田　直樹様～退院支援状況について認定調査結果待ち、結果出次第体験利用予定組む事伝えている。診察では風変わりな頭髪にしないことと、グループホーム入所以降頭髪を整える様にとの事。また頭皮の炎症が落ち着くまではバリカンの使用を休むよう話あり。臨時薬同内容で処方継続。
・佐々木　康子様～他室侵入する事があり情報提供している。診察時上記内容について主治医から話あるも否認している。見守りや、所在確認の強化に努めるようスタッフ間で情報共有していくようにとの事。また、他室侵入・トラブルあった際には記録記載の上主治医へ報告飛ばすようにとの事。処方内容継続となっている。
・阿部　文香様～同内容にて処方継続となっている。
＜服薬自己管理検討＞
・西村　義男様～一包化されてからセットミスや内服時の確認ミスがないため、引き続き
　　　　　　　　ミスが内容確認していく。
・鳴瀬　裕之様、前田　拓子様、神田　直樹様、掛端　洋介様～ミスないため、引き続き
観察を続ける。
